
都内各区の観光パンフレットの言語表現にみる東京の領域イメージ
Image of Edges of Tokyo through the Analysis of

 Words on Sightseeing Brochure of Tokyo 23 Wards
奥山研究室　17M50450　深津 亮太 (FUKATSU , Ryota)

1. 序
1-1. 研究の背景と目的　　
　現代において人々の抱く東京に対するイメージは、実
体験だけでなく様々なメディアによっても形成されてい
る。その一つである都区内の観光協会が発行する観光パ
ンフレットは、観光名所を中心に歴史や由来といった観
点から各区の特徴が文章や地図などにより紹介されてい
る。そこでは、複数の行政区で共通する内容もみられ、
これらの共通する内容とその分布から、行政区の枠組み
を越えた東京の領域イメージを捉えることができると考
えられる。そこで本研究では、都内各区及びその周縁地
区の観光パンフレットの言語表現から各区の特徴に関す
る内容を抽出し、そこから複数の行政区で共通する内容
とその分布を検討することで、東京の領域イメージの一
端を明らかにすることを目的とする。
2. 地区要素と越境要素の分類と内容       
　資料とする観光パンフレット 1) には、図１のように、
見出しや観光スポットと紹介文がセットになったテキス
トにより地区の特徴が紹介されている。紹介テキストの
中から、地区の特徴を表現した固有名詞を地区要素とし、
抽出・検討した。さらに地区要素には、複数の行政区で
共通するものがみられたため、それを越境要素 2) とした。
本章では、地区要素と越境要素の内容を検討することで、

都区内の行政区別の特徴を捉える。
2-1. 都区内の地区要素の分類と都区内の行政区別の内容
　地区要素の内容について検討した結果、物理的に存在
する＜実体＞と存在しない＜非実体＞に大別した（図
２）。さらに、＜実体＞は《自然環境 Na》《都市環境 Ls》《建
物構築物 Bd》《史跡・道標 Hs》《物・品・乗り物 Gs》と
分類した。（以下、《Na》《Ls》《Bd》《Hs》《Gs》）。《Na》
は川や道に関するもの、《Ls》は都市景観や街並に関す
るもの、《Bd》は寺社仏閣や橋に関するもの、《Hs》は
銅像や塚に関するもの、《Gs》は作品や電車に関するも
のとした。また、＜非実体＞は《場所 Pl》《人物 Ps》《出
来事・行為 Ac》《時代・様式 Ag》《神・宗教 Rl》《伝承・
逸話 Le》《産業 Id》《来歴・記憶 Me》と分類した。（以
下、《Pl》《Ps》《Ac》《Ag》《Rl》）。《Pl》は地名や所に関
するもの、《Ps》は人との縁故や役職を記したもの、《Ac》
は歴史上の事実や活動に関するもの、《Ag》は年代や期
間に関するもの、《Rl》は祭神や信仰に関するもの、《Le》
は物語や言い伝えに関するもの、《Id》は発祥に関する
もの、《Me》は今は存在していないものに関するものと
した。
　次に、これらの地区要素の各行政区における内訳を検
討し、図 2 右側に示した。その結果《Bd》を有する行
政区が多かった。また、江戸川区では《Bd》よりも、《Ac》

葛飾　お花茶屋・青戸　1-A-d 葛飾　お花茶屋・青戸の特徴　：【地区要素】地区の 
　   特徴を表す固有名詞

地区要素 1: 場所（地名）地区要素 2: 来歴・記憶

【地区】とは、行政区を構成
する単位。住所では区の次
に来ることが多い地名。

地区要素を下図のように 13に分類

【例：世田谷区】

烏山

砧

北沢

世田谷

玉川 地区要素 4: 人物地区要素 3: 出来事・行為

地区要素 5: 人物

＜2章＞地区要素と越境要素の分類

 お花茶屋 の由来　は？

昔話によれば、　鷹狩り　に訪れた　8 代将軍吉宗

が腹痛を起こした際、助けたのが　

新左右衛門茶屋の娘、お花  。その手厚い看護で

全快したことから名前を賜ったと言われている。
図 1. 分析例

図 2. 地区要素の分類と行政区ごとの分類 図 3. 越境要素の分類

江戸川　中央の特徴

お花茶屋の由来お花茶屋 8 代将軍吉宗

鷹狩り

鷹狩り

新左右衛門茶屋の娘・お花

由来を伝える小松菜屋敷 8 代将軍吉宗8代将軍吉宗

小松菜発祥 小松菜

: 地区要素

《
越
境
要
素
》

12833
分類 内容説明数

葛飾 1-A-d

江戸川 1-C-b

富士山/東京湾

東京スカイツリー

昭和 30 年代
数寄屋造

（江戸）落語
東海道四谷怪談

第二次世界大戦/庚申

本所/浅草/築地
江戸/京都/アメリカ

八十八ヶ所霊場
江戸城 / 富士塚

上野寛永寺/東京大学
江戸名所図会

ソメイヨシノ/大銀杏

徳川家康/太田道灌
江戸っ子/江戸庶民

物•品•乗り物 (Gs)

人物 (Ps)
出来事•行為 (Ac)

産業 (Id)

神•宗教 (Rl)
伝承•逸話 (Le)

時代•様式 (Ag)

来歴•記憶 (Me)

建物構築物 (Bd)

場所 (Pl)

都市環境 (Ls)
自然環境 (Na)

史跡 / 道標 (Hs)

1559
1204

125

382
239

1183

528

2586

1636

1144
678

860
567

人物との縁故や人物の役職
歴史上の事実や活動を表した表現

生活するために必要な活動やその発祥

祭神や宗教の信仰を表した表現
物や場所の由来の物語や言い伝え

時節や年代・期間を表した表現

歴史や今は存在していないものの表現

寺社仏閣や建築物・橋

ある位置・空間・所・土地のこと

都市生活を営む街並み風景や公園
人間生活に影響を与える自然的諸条件

銅像・塚・道しるべ
作品や乗り物を紹介している物

全
体

実
体
不
動

非
実
体

分類 越境要素の代表例（3 区以上）

地形 / 海

塔状建築等

荒川 / 井の頭池川/池/用水

都区内
他地域参照

東海道 / 大山街道道 / 坂

点
47

一般建築等

史跡 / 道標
空間 / 所

植物

都電 / 荒川線電車

作品

東京に縁故

時代 / 様式

伝承 / 逸話

出来事/行為

天照大 ( 御 ) 神神 / 宗教

産業 0　来歴 / 記憶 0　

面
7

地名
56

線
26

物/品
8

可
動

80

189

88

人物
60

歴史
文化
73

千代田区周辺を【中央】とする

Ls

Pl

Bd

Hs

Ps

Ac
Ag
Rl
Le
Id

Me

Na

Gs

＜3章＞都区内における越境要素の分布形式

＜3章＞東京 23区内の分布形式の偏差

1.【越境要素】の分布形式を 4 つ
に大別し、東京 23 区内で境界
に接する行政区の越境要素が境
界を越境する可能性を考察

2. 例えば、越境要素が埼玉に接
するものを 【埼玉隣接型 N】 と
して分類した。同様に【千葉 - E】、

【神奈川 - S】、【都区外 - W】

分布形式大分類：【周縁・中央】
分布形式小分類：【NES】

【徳川吉宗】

徳川吉宗 人物no.252

行政区数→13

23区の境界

実
体

非
実
体

荒
川

645

江
東

727

文
京

214

豊
島

858

中
野

309

台
東

223

杉
並

948

新
宿

423

練
馬

992

千
代
田

449

板
橋

503

品
川

234

渋
谷

460 609

墨
田

港

976

中
央

651

大
田

295 513

葛
飾

北

376

世
田
谷

759

目
黒

468

江
戸
川

467

足
立

639

越境要素が見
られる行政区



の方が多くみられた。
2-2. 越境要素の分類と内容　　
　前節で捉えた地区要素のうち、越境要素となるものの
うち、＜実体＞では、持ち運びできるものを [ 可動 ] とし、
できないものを [ 不動 ] とした。[ 可動 ] は『物 / 品』の
みがみられた。また、[ 不動 ] は、建物などの広がりが
限定的なものを『点』、川や道などの線的な広がりをも
つものを『線』、面的な広がりをもつものを『面』とした。
また、＜非実体＞についてはさらに『地名』『人物』『歴
史文化』に分類した（図 3）。＜実体＞は＜非実体＞の
約２倍みられた。また、＜非実体＞のうち、《Id》《Me》
は越境要素とならなかった。これより、《Id》《Me》は
行政区独自の特徴を表す要素であると考えられる。
3. 越境要素の分布形式　
　本章では、2 章で抽出した都区内 3) と周縁地区 4) の越
境要素のそれぞれの分布形式 5) を検討する（図 1 右側）。
3-1. 都区内における越境要素の分布形式
　まず、都区境界地区 6) の越境要素の分布の有無から
都区内における越境要素の分布形式を検討し、都区境界
地区に越境要素をもつものを、越境要素が都区境界地区
にまとまって分布する〔一体型〕、越境要素が都区境界
地区に分離して分布する〔周縁・分離型〕、それら二つ
の特徴をあわせ持つ〔周縁・中央型〕で捉え、都区境界
地区に越境要素を持たないものを〔中央型〕として捉え
た。また、それぞれの越境要素の内容を検討した（図 4）。
その結果、越境要素全体の割合を鑑みると、〔一体型〕〔周
縁・分離型〕〔中央型〕では＜実体＞が多くみられたの
に対し、〔周縁・中央型〕では＜非実体＞が多くみられた。

〔周縁・中央型〕がほかの三つのタイプよりも周縁と中
央に非実体が多くみられるのは、越境要素の実体と非実
体の比（1：２）が反映されていることを顕著に示して
いると考えられる。
3-2. 越境要素の分布における周縁隣接形式　　　
　次に、前節で捉えた越境要素の分布形式のうち、都区
境界地区に越境要素を持つものについて、それらの地区
がどの周縁地区に隣接するのかを周縁隣接形式として検
討した。例えば、埼玉県に隣接する地区に越境要素を
もつものを埼玉隣接型 "N" とし、他の周縁地区に隣接す
る場合についても同様にして千葉隣接型 "E"、神奈川隣
接型 "S"、都区外隣接型 "W" とした（図５）。以上より、
都区内の越境要素は、都区境界地区に分布する傾向があ
ることがわかった。また、図 4 よりⅣは実体的性質と
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非実体的性質を同程度持つことがわかることから、都区
内で中央に分布するものは、実体的性質と非実体的性質
を共に持ち合わせていることが考えられる。図５にお
いて、都区境界地区には SE から NW に向かって、同心
円状に数が増加していることから、都区内の中心が NW
に偏り、その原因は、実体的な内的要因だけでなく、非
実体的な外的要因も影響していると考えられる。
3-3.　周縁地区における越境要素の分布形式　　
　前節で捉えた周縁隣接形式ごとに、周縁地区におけ
る越境要素の分布形式を境界越境形式として検討した

（図 6）。その結果、周縁地区に越境要素をもつ【埼玉型
Sa】、【千葉型 Ch】、【神奈川型 Ka】、【都区外型 To】と、
周縁地区に越境要素をもたない【都区内型】で捉えた（以
下、【Sa】、【Ch】、【Ka】、【To】）。さらに、周縁地区に
越境要素をもつものについては、【Sa】【Ch】【Ka】【To】
の組合せも検討した。
　次に、東京 23 区の境界を超えた東京の領域イメージ
について捉えるために、前節で捉えた周辺隣接形式と境
界越境形式の対応関係について検討したのが図 7 であ
る。
　さらに、周縁隣接形式ごとに周辺地区における越境要
素の分布数について検討したのが図８である。まず、N
では川口と和光に数が集中している。また、E、S では
それぞれ市川と高津における分布数が最も多いが、両者
とも川口と和光がそれらと同程度みられた。
また、W では三鷹に比較的数が集中するものの、和光
ではその２倍の分布数がみられた。
４. 領域イメージと東京 23 区の既存境界との関係　　
　以上で検討した越境要素の内容と分布形式を合わせて
地図上にプロットした（図 10）。
　まず、《地名》のうち［現在都内に存在している地名］
と［他地域を参照した地名］に着目すると、前者は現在
は地区と同程度の規模をもっており、それらを描画しそ
の外側を結んだものは、江戸の境界であった「墨引き」
と「朱引き」と重なること、後者の［過去に存在した昔
の呼称の地名］で「江戸」に関係するものが広範囲にみ
られることがわかった。これより、観光パンフレットに
おいて、江戸時代から中心となっていた地名が現在でも、
東京の魅力として発信していると考えられる。
　次に、で和光市、川口市、朝霞市、市川市、高津区、
三鷹市は【境界隣接セット】を形成する越境要素の数が
10 以上の東京都区内との関係がより強い行政区であり、

特に埼玉方面に境界が広がっていた。
具体的にみていくと、最も越境要素の数の多い和光市で
は、聖観音、庚申塔といった『点』と秩父、武蔵野の面
影といった『地名』と関東大震災、明治政府といった『歴
史文化』が多く、『点』のなかでも、《史跡・道標》の越
境要素が多くみられた。次に越境要素の多い川口市では、
和光市で多くみられた３つの越境要素に加え、太田道灌、
歌川広重といった『人物』が多くみられた。その他の朝
霞市、市川市、高津区では、越境要素が偏りなく見られ
たのに対し、三鷹市では神田川、玉川上水といった『線』
と第二次世界大戦、鬼子母神といった『歴史文化』が最
も多く見られた。このことより、埼玉に隣接している練
馬区、板橋区、北区、足立区は、＜実体＞の『点』的性
質を『歴史文化』を紹介文に出しながら地区の特徴を語っ
ていると考えられる。都区境界地区と周縁地区では、埼
玉方面に傾いていると考えられる。具体的には、和光市
や川口市のように、越境回数が多い行政区は既存境界よ
りも広がっていて、戸田市や八潮市のように、越境回数
の少ない行政区は、既存境界を現状維持しているかもし
くは、境界が広がっているか狭まっているか曖昧になっ
ていると考えられる。
5. 結　　
　以上、東京都区内及びその周辺の観光パンフレットの
紹介テキストから、東京の領域イメージの一端を探った。
その結果、地区要素の内容からは、都区内の行政区が観
光パンフレットで取り扱うものの特徴を、越境要素の内
容からは、都区内全体の特徴及び都区内周縁の特徴、都
区周縁との関係性を明らかにした。また、越境要素の分
布形式を検討することにより、都区内の分布形式の関係
と都区周縁の分布形式の関係という大きく二つの性格と
してとらえた。これらにより、東京は、江戸時代という
大きな時代の名残が現在にも影響を与えているのと同時
に、東京都区部の境界が北側に偏心しながら、より曖昧
になっているという東京の領域イメージを明らかにし
た。
註
1) 東京 23 区とその周辺における書く行政区の観光課や観光協会・委員会が発行する観
光パンフレットやガイドマップでは、行政市区全体を紹介したものと、地区別（行政区
を構成する単位）に紹介したものがある。本研究では、各行政市区全体を紹介したもの
の中で、地区を紹介するものページを持つものと、地区別に紹介したものを対象とする。
2)3 市区以上にみられる共通した言語表現であり、その中で都区内に 2 区以上もつもの
を対象とする。
3) 東京 23 区のこと。そのため、今回は東京 23 区外を都区外としている。
4) 東京 23 区の境界に隣接する埼玉県・千葉県・神奈川県・都区外の行政区のこと。
5) 越境要素の繋がりを地図上に図示したもの。
6) 東京 23 区内で 23 区の境界に隣接する行政区のこと。
参考文献
1) 嘉永慶応江戸切絵図　人文社　1966.3



図 9. 東京の領域イメージ

これらは、都区内中央
に留まるので、周縁地
区の影響を受けない特
徴がある
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【Sa】に越境する数
が全体的に多いが、
その中でも和光のよ
うに多いところと、
八潮のように少ない
ところがあり、領域
イメージがジグザグ
になっている

まとめ 4

越境要素
線

地面
人物

川崎
多摩川
アメリカ
徳川吉宗

(3)
(1)
(1)
(1)

越境要素
物 / 品

面
線

浦安

江戸川
東京湾

(3)

(1)

大銀杏(1)
(1)

越境要素
面

地名
人物

歴史文化

松戸

下総 /江戸

恵比寿神/浄土宗/日蓮宗/
毘沙門天/享保年間

富士山
(9)

(2)

(5)

水戸黄門(1)

(1)

越境要素
点
線

地名
歴史文化

三郷

下総 /江戸
江戸川 / 中川

(6)

(2)
浄土宗(1)

(2)
地蔵菩薩(1)

越境要素
地名
人物

歴史文化

草加
下総 / 千住

(4)
(2)

松尾芭蕉(1)
( 江戸 ) 幕府(1)

越境要素
線
戸田 (1)

荒川(1)
越境要素

歴史文化
八潮

享保年間
(1)

(1)

越境要素
点
線

地名
人物

新座

中野

(5)

(1)
源義家(1)

馬頭観音(1)
玉川上水 / 川越街道(2)

越境要素
線

地名
人物

歴史文化

中国/朝鮮/江戸/池袋

朝霞 (10)

(4)
太田道灌(1)
鎌倉幕府 /( 江戸 ) 幕府
/ 鷹狩り(3)

中山道 / 川越街道(2)

越境要素
物 / 品

点

面

線

地名

人物

歴史文化

和光

秩父/武蔵野の面影/
江戸/江戸市中/相模国/練馬

(32)

源義家
関東大震災/(江戸)幕府/
明治政府/  庚申/日蓮宗/
天台宗/真言宗/臨済宗/中世

大銀杏/新編武蔵風土記稿(2)
聖観音/庚申塔  /富士塚/
不動明王/  地蔵菩薩/
延命地蔵/馬頭観音

(7)

(4)

(3)

(6)

(1)

(9)

荒川 / 白子川 / 川越街道

武蔵野台地 / 筑波山 /
富士山 / 荒川河川敷

越境要素
物 / 品

点

面
線

地名

人物

歴史文化

川口

江戸/奥州/巣鴨/駒込

(23)

太田道灌/歌川広重/将軍/
徳川家光/徳川吉宗/伊那家
明暦の大火/(江戸)幕府/
関東大震災/弁財天/真言宗

大銀杏/ソメイヨシノ(2)
江戸城/庚申塔  /富士塚/  
地蔵菩薩

(4)

(1)
(2)
(4)

(6)

(5)

荒川/隅田川
荒川河川敷

越境要素
物 / 品

点
面

地名
人物

歴史文化

市川

下総 /江戸

関東大震災/東京大空襲
/(江戸)幕府/鷹狩り

成田山 / 東京湾

(14)

(2)

(4)

北原白秋/永井荷風/将軍(3)

(2)
不動明王(1)
大銀杏 / ソメイヨシノ(2)

越境要素
点
線

地名
人物

歴史文化

幸 (7)

(2)

(1)
(1)
(2)

(1)

多摩川
江戸城

東京府 / 鎌倉

矢口の渡し
太田道灌 / 徳川家康

越境要素
面
線

地名

人物

歴史文化

多摩 (9)

(3)

(2)
(2)

(1)

多摩川 / 大山街道
(1)富士山

江戸 / 奥州

鎌倉幕府

聖徳太子/北原白秋/
徳川家康

越境要素
点
線

地名
人物

歴史文化

調布 (7)

(2)
(2)
(1)

(1)

多摩川
(1)不動明王

武蔵野の面影 / 築地

( 江戸 ) 幕府
菅原道真 / 徳川家康

越境要素
線

地名
歴史文化

武蔵野 (8)

(3)
(3)

(2)

井の頭池/玉川上水/神田上水
江戸 /江戸市中 / 四谷
大黒天 / 曹洞宗

越境要素
線
狛江 (1)
(1)多摩川

越境要素 (5)

線

地名

西東京

(3)武蔵野の面影/
江戸/都心

(2) 石神井川 /
青梅街道

越境要素
物 / 品

点
線

地名

人物

歴史文化

高津 (13)

(3)

(2)
(3)

(2)

多摩川 / 大山街道
(1)不動明王
(2)大銀杏/新編武蔵風土記稿

江戸 / 奥州 / 浅草

関東大震災/(江戸)幕府

北原白秋 / 源義家 /
徳川家康

越境要素
線

人物

歴史文化

中原 (9)

(1)

(7)

(1)多摩川
徳川家康
関東大震災/大黒天/
弁財天/福禄寿/布袋尊/
恵比寿神/毘沙門天

越境要素
点
面

線

地名
人物

歴史文化

三鷹 (15)

(1)

(5)

(5)

(1)

神田川/多摩川/玉川上水/
神田上水/井の頭池

(2)
(1)

宝篋印塔 / 薬師如来

武蔵野の面影

武蔵野台地

第二次世界大戦/曹洞宗
/鬼子母神/中世/古代

徳川家康

　　　　　これらの他
地域参照が周縁地区で
西に多くあるのが影響
して、都区内でも北と
西に偏りが生じた

まとめ 3

越境要素
面 ( 地形 )
地名
( 他地域参照 )

ー (4)

(3) 房総/流山/
下総(国)

(1) 成田山

越境要素
面 ( 地形 )
地名
( 他地域参照 )

ー (4)

(3) 秩父/千住宿/
奥州

(1) 筑波山

越境要素
面 ( 地形 )
地名
( 他地域参照 )

ー (6)

(5) 伊勢神宮/東京府/
奈良/京都/長崎

(1) 高野山

越境要素
面 ( 地形 )
地名
( 他地域参照 )

ー (5)

(4)相模国/武蔵野国/
鎌倉/武蔵野の面影

(1)武蔵野台地

越境要素
面 ( 地形 )
地名 ( 他地域参照 )

ー (3)

(2) 信濃/甲斐
(1) 富士山

19

4

4

12

越境要素として登場する都区内の地名に該当する地域を
プロットすると、江戸時代の墨引き、朱引きと重なった

まとめ 1

江戸時代の墨引き
江戸時代の朱引き

越境要素

地名
( 都区内 )

ー (20)
浅草 12/ 日本橋 9/
築地 9/ 本所 7/ 四谷 6/
千住 5/ 牛込 5/ 中野 5/
神田 5/ 本郷 5/ 深川 4/
谷中 4/ 巣鴨 4/ 駒込 4/
池袋 4/ 入谷 4/ 麹町 4/
下谷 3/ 吉原 4/ 日暮里 3

凡例 1

線要素

他地域参照の越境要素の方角
都区内型における
他地域参照の越境要素の数

線要素の内
片側のみ越境要素含む
江戸の境界（墨引き）※
江戸の境界（朱引き）※

東京 23 区現在の境界

一般建築等（点）
塔状建築等（点）
大銀杏（物/ 品）
ソメイヨシノ（物/ 品）
新東京百景（物/ 品）

越境要素AA
BB CC

AA：市区名または分類名
BB  ：越境要素の内容
CC：越境要素名

凡例 2

越境要素となる都内地名を含む地域

※参考文献（嘉永慶応江戸切絵図）

n：越境回数n

鷹狩り（歴史文化）
（江戸）歌舞伎（歴史文化）

徳川吉宗（人物）
丹下健三（人物）
江戸っ子（人物）

n


